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文責：校長  201９年 ５月２４日（金）№６ 

２２日(水)に白河市総合運動公園陸上競技場で、東西
しらかわ支部と石川支部から合わせて２５校が参加し、
第２回県南中学校陸上競技大会が開催されました。 
本校からは、陸上部員、特設陸上部員合わせて３８名

が選手として参加し、各種競技で覇を競いました。 
陸上部、特設陸上部は顧問の松岡悠生先生、佐藤幸子

先生、大和田千波先生の指導の下、他の先生方の協力も
得て、放課後の練習や朝練、休日の練習等に、各自、目
標をもって真剣に取り組んできました。その成果が現れ、
森本さんが女子１年１００ｍで２位、菊池さんが男子３
年１００ｍで３位に入賞し、県大会出場を果たすことが
できました。 
また、自己ベストを更新したり声を枯らして応援した

りするなど、参加生徒全員が一体となり、全力で大会に
臨むことができました。 
６月４・５日には中体連総合体育大会が開催されます。

他の部も、今回の陸上部のがんばりを励みに、上位入賞、
県大会出場を目指します。 

 

県南中学校陸上競技大会に
先立ち、先週の金曜日に、選
手壮行会が行われました。 
壮行会では、応援団長の髙

澤さんのリードにより、全校
生一丸となった応援が行われ
ました。 
壇上で応援を受ける陸上部

部長の藤井さんはじめ、選手
の皆さんの意気込みも伝わっ
てきました。 

 

【第７2 回福島県総合体育大会スポーツ少年団ソフトテニ

ス県南予選会５/１９】 

〇 第５位 尾亦・神長ペア（県大会出場） 

【第２回県南中学校陸上競技大会５/２２】 

〇 女子１年１００ｍ２位 森本（県大会出場） 

〇 男子３年１００ｍ３位 菊池（県大会出場） 

２０日（月）に、町長と教育長が本校を訪問しました。
最初に校長が今年度の重点目標や具体的な取組み等に
ついて説明し、町長、教育長からご意見、ご助言をいた
だきました。 
その後、町講師、外国人英語指導助手（ＡＬＴ）が加

わった３人の教師による英語の授業等、全クラスの授業
を参観され、生徒を激励してくださいました。 
本校は今年度も、町の配置による英語講師やＡＬＴ、

各種検定料補助など、町の手厚い教育支援を存分に活用
し、学力向上をはじめとした教育活動の充実を図ってい
きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

私はバレーボール部に所属しています。 
バレーボール部は激しく動くスポーツで 
す。毎日の練習では自分の思ったようなプ

レーができるのですが、大会や練習試合になると自分の思
ったプレーができなくなってしまいます。それに、チーム
なので一人のミスが全員に迷惑をかけてしまいます。３本
目に自分が決めきれなくて負けてしまったりすることも
あり、自分自身では３年間、休まずしっかりやってきたつ
もりだったのですが、やはり自分に甘かったのだと思いま
す。バレーボールというスポーツは技術面の向上もメンタ
ル面の強化も思ったよりきついスポーツでした。それを３
年間やってきたことは無駄ではなかったと思っています。 
また、チームメイトとは部活動でライバルとして、頑張

ったり、協力して試合に臨んだり、学校生活ではテストの
点数や体力テストなどで競い合ったりしました。振り返る
と、みんなでいることがとても多かったように思います。
学校生活や部活動に真剣に取り組むことができたのは、3
年間、同じバレー部で頑張ってきたまゆ、れいか、ゆりの
おかげだと思っています。この場を借りて、感謝の気持ち
を伝えたいと思います。「ありがとう。」 
最後の中体連では、練習してきたことを発揮して、悔い

の残らないようにがんばってきます。このように、信頼し
合える関係を作れたのも、部活動があったからだと思いま
す。私はこのチームでバレーボールを続けることができて
よかったと思います。 
このような経験を生かし、高校に入ってもバレーボール

を続けたいと思います。みなさんも好きなことに全力で打
ち込んでがんばってください。 

 
 
 

受験生となった今年、私が一番強く感じ
ていたことは、受験生としての自覚の足り
なさでした。 

私たちが受験する今年度から受験制度が変わり、今まで
とは違う受験方法になります。そのため、どんな雰囲気な
のか、どんなテストになるのかも分からず、不安がありま
す。以前から私は数学を苦手としており、授業でわからな
い所があってもそのままにしてしまうくせがありました。 
２年生になり、私は１、２年生の時にそのままにしてし

まった苦手な問題を克服したり、できなかった復習をした
りするための勉強の日々に追われています。ですが、一生
懸命勉強をし始めたことは、私に自分が受験生だというこ
とを自覚させてくれました。 
また、苦手としていた数学の勉強も、教科書やワークを

解き直したり先生に聞いたりして勉強しています。そのお
蔭で、今では苦手だった問題も解けることが増え、理解し
ていると実感できるようなってきました。 
最後に、受験制度が変わり、不安もある一方、楽しみも

あります。それは、私たちが、制度が変わって初めての受
験生なので、気持ちが高まっています。私たち３年生にと
って、受験は人生の大きな選択肢です。２年生として、ま
た受験生としての自覚を持ち、これからの学校生活を過ご
していきたいと思います。 

本校は、基礎学力の定着と活用力の育成を図るための取
組みの一つして、英語検定等の受検を奨励しています。 
各種検定を受検するに際しては、昨年度から、町の教育

支援金を活用し、１人１回に限り、１，０００円の受検料
補助を行っています。昨年度は上表の通り、６７名が補助
金を利用し、各種検定にチャレンジしました。 
今年度は、全員が補助金を活用し、各種検定チャレンジ

してほしいと願っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み、速やかに校庭に避難することができました。 
避難方法や消火器による初期消火の方法について実

践的に学ぶ貴重な機会となりました。 

第１回英検 34 人 1,000 円 34,000 円

第２回英検 4 人 1,000 円 4,000 円

第３回英検 7 人 1,000 円 7,000 円

計 45 人 3,000 円 45,000 円

第１回漢検 9 人 1,000 円 9,000 円

第２回漢検 1 人 1,000 円 1,000 円

計 10 人 2,000 円 10,000 円

第１回数検 7 人 1,000 円 7,000 円

第２回数検 2 人 1,000 円 2,000 円

計 9 人 2,000 円 9,000 円

第１回歴検 3 人 1,000 円 3,000 円

計 3 人 1,000 円 3,000 円

67 人 67,000 円

助成合計

合計

英検

漢検

数検

歴検

検定名 助成人数 １人当たり

今週の若杉学級の道徳の授業は、お互いを認め合うこ
とをテーマに「一人ぼっちを作らない生き方はないか」
について考えました。 
授業では、担任の小河先生の質問に答えたり、３人で

話し合ったりしながら、自分の考えをノートにしっかり
とまとめることができました。 
今年度から道徳が国語や数学と同じように教科として

扱われるようになり、教科書を使った道徳の授業が行わ
れています。 

【平成３０年度実績】 

朝 朝会

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 ×

１日（土）

２日（日）

□卓球部練習試合　入遠野中

２７日
（月）

□困りごと調査
□週番引継ぎ（３班⇒４班）

３１日
（金）

２９日
（水）

□心肺蘇生法講習（２学年：２～４校時）
□心肺蘇生法ビデオ講習（１・３学年）

３０日
（木）

□中間テスト
□衣がえ移行期間（～３１日）

□職員打合せ
□県南中体連選手壮行会
□卒業アルバム写真撮影
□英語検定（１６：３０）

　来 週 の 主 な 行 事 予 定

２８日
（火）

□スクールカウンセラー来校


